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に)×0.35 15.065.122） ｡ｘ0.55 19.660 
6.550 6.770 
6．４００ 2.000 
500 3.680 
1.615 7.280 
注:１）２）でそれぞれ0.22円、0.16円が|ﾉ1訳合計より多くなっている。
出所：日本勧業銀行「水座金融二,４スル調査」1923年
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4１ 
阿波漁民が北九州へ出漁した当初は、カツオ船が延縄を兼業したり、また専業の延縄船が小型であったりしたため
に、乗組員も船主を中心とする同族集団的傾向の船組で組織していた。東由岐の多田家が所有した一一一社丸の場合、大
正一一年当時、船主多田幸次郎・船頭多田源太郎・機関士多田政吉、以下多田友吉・多田弥太郎・多田武次。高田利八
・高田万吉・井筒初太郎・井筒徳太郎・井筒幸吉・福島豊吉・山地安太郎等同族一一一人と、ほかに陸上勤務の多田嘉
蔵がいた（第一図参照、ほか若干名は不詳）。高田万吉は多田幸次郎の四男に生れ、乗子の高田利八の養子となり自ら
もまた乗子となった。当時の同族中心の船組Ⅱ船主・乗組員集団は、メンバーや役職がほぼ世襲的に固定し、船頭は代
々宗家の長男に継がれていった。しかし高田万吉は、のちに林兼と結んで多数の船の釆配を振うにいたり、多田家イ
ットウを引立てて、同族の井筒幸吉・井筒喜平・井筒秀吉・福島熊吉。灘浜一・浜口吉一一一郎（福岡）・由岐中五郎吉
（下関）を船頭から船主に、また支配人の諸谷義武と船具部長の芦原章も船主にそれぞれ送り出した（第一図参照）。
東シナ海漁業の一つの系統は、和船延縄・手繰網から母船式延縄・機船底引網へと、資本の技術榊成の高度化にむ
かって進展したが、これには問屋資本の資金が前提となった。そしてこの過程における問屋資本の方針はその収益を
四
乗
組
員
の
同
族
的
結
合
と
船
頭
制
（Ⅳ）岩田孝明「椎木豊吉伝』同刊行会一九一ハニ年一一一六六’三六七頁。
（旧）前掲（Ⅳ）一一一八三頁。
（四）前掲（Ⅳ）三七一頁。
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4２ 
里
FIT 
(詞1Ⅷ）
￣ 
震汁1114￣
 
（許）・言や田穀川岸苫Ｓ辮歯圏索雌
画｝己①陽柏淀露・寵叶而嫌。付妹
浦幼戸『蚤田剴酬廊」幹片９繕味凹巌而吟か
閂
！ 弧
得
国
蝋
田
劉
顎
郷
国
） 
静局
雷１１顧
可
剴
川
閂
エ
〉
(駆動）
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4３ 
五
結
語
最後に本稿頭書にかかげた論点にそって、本稿の内容を次のように要約しよう。
⑪阿波出漁民の東シナ海操業はや長崎の問屋との関連においてとらえられる。すなわち、母船式延縄漁業時代には
その資本の有機的構成の低さから、問屋はもっぱら出漁船への高利貸的活動によって蓄積をとげ、また阿波出漁者の
一部にも問屋と結んで個人船主が成立した。しかし機船底引網漁業への転換に際し、問屋はその資本の有機的構成の
高さに着目して、漁船を所有し船頭に下請さす契約船方式をとった。従来、この契約船については、融資↓恐慌↓倒
産↓従属という経路で生じたとする見解があったが、これとともに内部経済的条件からする問屋の積極的な進出の側
面
を
も
評
価
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
②高利貸活動から始まり契約船下請方式にいたる問屋資本の生存基盤について、前期的生産形態の一般的存在が
再編でもあった。
（１） 
あげるために、「技偏優秀ニシテ信頼シ得ル」船頭を捕捉することであった。かくて本稿二節にあげた初期出漁時代
の家父長船主の多くが消滅し、かわって本稿三節にあげた「技彌優秀」な分家出身の乗子達が、問屋によって船頭に
取立てられ（第一表参照）、高田万吉はその好例であった。家父長船主から問屋資本への漁船所有関係の変化は、漁
船を紐帯として構成されていた在来の船組Ⅱ船主・乗組員集団の解体に通ずるが、直接船組を掌握しえない問屋資本
は
、
そ
の
機
能
を
抜
擢
し
た
新
船
頭
に
委
ね
た
。
か
く
し
て
船
組
は
新
船
頭
に
よ
っ
て
再
編
さ
れ
て
い
く
が
、
同
時
に
そ
れ
は
船
頭
制
の
（１）日本勧業銀行『水産金融二関スル調査』同行一九一一一一一年三三頁。
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必前提となっているとする見解がある。問屋資本の貸付・投資活動は、その対象としての船頭と船組からなる船頭制の
存在を前提とする。しかし問屋資本の貸付・投資活動は、それが効率主義をとった』」と（「技傭優秀」な船頭を抜擢
する）において在来の船頭制を解体させ、新たな抜擢船頭屑の創出とその手になる船組の再編を惹起した。したがっ
て船頭制はもはや一般的存在とぽかりはいい切れず、資本の経済的活動の結果でもある点に注意する必要があろう。
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